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Part 1
2018年6月期

事業報告



おもな適時開示(1)

CBP501臨床開発

 フェーズ1b試験実施施設オープン（2017年8月22日）

 最初の被験者への投与開始（FPI）（2017年9月19日）

CBP501学会発表・論文等

 作用メカニズム論文Oncotarget誌掲載（2017年7月20日・10月27日）

 前期掲載の論文（2017年6月23日）とあわせて3報

CBS9106関連

 ESMO発表（2017年9月12日）

 ASCO発表（2018年6月5日）
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おもな適時開示(2)

資金調達等

 前回の新株予約権期間満了に伴い残存分取得消却（2017年7月7日）

 行使価額修正条項付き第10回新株予約権（2015年7月9日発行）

 当初発行数11,000個のうち9,060個（906,000株）の行使により751百万円を調達

 （後発事象）転換社債・新株予約権発行（2018年7月2日）

提携・共同研究等

 ファルマバレーとの共同研究契約（2件）契約期間延長（2018年4月9日）

 東京大学医学部附属病院、富士フイルムとの共同研究もすべて継続中

 （後発事象）StemlineとのCBS9106提携契約拡大延長（2018年8月14日）

 地域： 除外地域としていた日本中国台湾韓国を含む全世界に拡大

 技術アドバイザリーフィー期間： 2021年6月までに延長

2018年6月期 事業報告
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CBP501 フェーズ1b試験

 臨床試験の進行

 フェーズ1b試験前半（用量漸増相）の進行・・・おおむね予定どおりの進捗

• 当初予定最小数より3名多く投与することに（想定範囲内）

• 8月2日に用量漸増相最終症例への投与開始

• 至適用量の検討

 用量漸増相に組入れた癌腫・・・
胸腺癌、膵臓癌、卵巣癌、直腸癌、結腸癌、乳癌、胆管細胞癌、大腸癌、食道胃接合部癌

 拡大相開始準備中

 対象癌腫の選定・規模の検討

 使用薬剤の調達（拡大相に使用するCBP501の製剤）

 時期（遅くとも）・・・
第1四半期（2018年9月まで） 対象癌腫・規模の決定
第2四半期（2018年10～12月） 投与開始

 ただし開始判断には資金調達の状況も影響
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CBP501 フェーズ1b試験 拡大相へ

 拡大相実施の目的

 拡大相の対象癌腫検討の要素

 考慮する要素は多数

• 用量漸増相でのレスポンス・データ・手応え

• CBP501の過去データ（細胞株・動物での非臨床データ、臨床試験のデータ）

• 免疫チェックポイント抗体単独での奏効率

• 併用発見レースの競合環境・製薬企業等各社の状況

• 患者集団規模

 用量漸増相最終症例（8月2日投与開始）の状況を見て最終決定へ
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CBS9106
 提携先Stemline社による臨床試験の状況

 用量漸増相進行中

• 2018年8月資料で「第10コホート（60mg/日）3名の投与進行中」

• 拡大相への展望

 Stemlineとの提携拡大延長（8月14日公表）

 地域の拡大

• 日中台韓の除外を外し「全世界」に

 技術アドバイザリーフィー期間の延長

• もともと4年間としていた背景： 技術アドバイザリーの内容と想定

• 期間延長による効果

“Further updates expected later this year.”  （同社会社概要資料2018年8月版）
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後続の次世代パイプライン

由来 特徴・標的 探索・創出 最適化 前臨床試験

自社創出

CBP-A
CBP501の発展型

CBP-B
ペプチド型免疫系抗癌剤

ファルマバレーとの
共同研究

IDO/TDO阻害剤
静岡県立大のヒット化合物か
ら最適化

（ターゲット非公表）
ファルマバレーのライブラリか
ら探索・最適化

富士フイルムとの
共同研究

（ターゲット非公表）
富士フイルムのペプチドライ
ブラリから探索・最適化

CBP-A08
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Part 2
2018年6月期

決算報告



決算のポイントとトピックス

事業収益 110百万円

 Stemline社とのCBS9106提携に基づく収益

 技術アドバイザリーフィー 前期109百万円 → 当期110百万円

 2019年6月期以降3年間継続へ

営業損失 539百万円
 研究費： 前期186百万円 → 当期180百万円

 開発費： 前期108百万円 → 当期243百万円（フェーズ1b試験費用増加）

 販管費： 前期221百万円 → 当期226百万円

資金調達

 第10回新株予約権（2015年7月発行）期間満了消却

 （後発事象）転換社債・新株予約権発行（2018年7月2日）

 転換社債： 調達金額 209百万円、発行する株数 330,000～415,800株

 新株予約権： 調達金額602～475百万円、発行する株数950,000株
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中期比較
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2017年6月期 決算報告 貸借対照表概要

（単位：千円）

新株予約権行使に伴う
新株発行

Stemline社 技術アド
バイザリーフィー
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臨床試験関連の
未払金増加

2017/6期末 2018/6期末 増減（参考値）

流動資産 973,558         546,469         427,089       
現金及び預金 889,368                  466,277                  423,091                

売掛金 56,054                    56,054                    －                            

固定資産 19,723           31,819           12,096           
有形固定資産 －                            －                            －                            

993,281         578,289         414,992       
流動負債 66,187           134,088         67,901           
固定負債 －                   －                   －                   

66,187           156,352         90,165           
株主資本 866,913         346,468         520,445       

資本金 4,165,986               4,171,807               5,821                      

資本剰余金 4,152,836               4,158,657               5,821                      

利益剰余金 7,451,693             7,983,780             532,087                

自己株式 215                       215                       －                            

60,180           75,468           15,288           
927,094         421,936         505,158       

純
資
産
の
部

新株予約権

純 資 産 合 計

資
産
の
部

資　産　合　計

負
債
の
部 負　債　合　計



損益計算書概要2017年6月期 決算報告

（単位：千円）
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2017/6期 2018/6期 増減（参考値）

109,852         110,000         148                
516,678         649,456         132,778         

294,921                  423,473                  128,552                  

221,756                  225,983                  4,227                      

406,825       539,456       132,631       
6,173             7,635           13,808         

400,652       547,091       146,439       
17,595         16,254           33,849           

418,248       530,837       112,589       
419,498       532,087       112,589       

事　業　収　益

事　業　費　用

研究開発費

販売費及び一般管理費

営　業　利　益

営 業 外 損 益

経　常　利　益

特　別　損　益

税引前当期純利益

当 期 純 利 益

新株予約権戻入益

臨床試験費用



2017年6月期 決算報告 キャッシュフロー計算書概要

（単位：千円）
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2018/6期

429,434       
102              

7,542             
1,097           

423,091       
889,368         
466,277         現金及び同等物の四半期末残高

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び同等物に係る換算差額

現金及び同等物の増減額

現金及び同等物の期首残高

為替差損



2019年6月期 業績見通し

（単位：百万円）

2018年6月
期首見通し

2018年6月期
実績

2019年6月期
見通し

事業収益 110 110 115
事業費用 710 539 967

研究開発費 491 423 771
販売費及び一般管理費 218 225 195

営業利益 △600 △406 △851
経常利益 △601 △400 △851
当期純利益 △601 △419 △852

2018年8月14日公表
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2019年6月期 業績見通し

事業収益： 115百万円

 Stemline社からの技術アドバイザリーフィー、契約修正一時金

 収益上積みを図る

事業費用： 710百万円

15

■ 事業収益

■ 販売費及び一般管理費

■ 研究開発費



将来見通し等に関する注意事項
 本資料は、当社に関する情報の提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

 本資料における将来予想・見通し等に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将
来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

 業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、当社はその正確性・完全性を保証するもの
ではありません。

 本資料は、受領者がいかなる目的にご利用される場合においても、本資料受領者ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提
示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任を負いません。

お問い合せ先： 株式会社キャンバス 管理部 IR担当
Email IR@canbas.co.jp


